










要約:少産少子の時代にあって、母親を含め家族の育児に関する不安は大きなものになっ

ている。とくに、生後早期の育児不安を訴える頻度は、小児期のうちでも最も多いとされ

ている。これを受けて、平成 4 年 5 月 11 日、厚生省より「出産前小児保健指導」事業実

施要項が通達された。本研究グループは、この事業がよりスムーズに推進されるためのガ

イドラインを作成することを目的に結成された。本年度はガイドライン作成の前段階とし

て、出産前小児保健指導のモデル事業市町よりヒアリングを行い実施上の問題点の抽出を

図った。


